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　最近の業績動向を踏まえ、令和６年２月14日に公表いたしました令和６年12月期（令和６年１月１日～令和６年12月31日）の

通期連結業績予想を下記のとおり修正いたします。また、当社は個別業績予想を開示しておりませんが、前期実績値と比較して

差異が生じる見込みとなりましたので、お知らせいたします。

１．令和６年12月期通期連結業績予想数値の修正（令和６年１月１日～令和６年12月31日）

　　　 百万円 　　　 百万円 　　　 百万円 　　　 百万円

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 18,300 650 600 350 39.54

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 18,400 680 850 790 89.68

増 減 額 (B-A) 100 30 250 440 －

増 減 率 （％） 0.5 4.6 41.7 125.7 －

19,042 742 811 573 64.29

（差異の理由）

経常利益は、海外子会社の減資に伴う為替差益や、固定資産税還付金および補助金収入等の計上により、当初の業績予想を

上回る見込みです。また、親会社株主に帰属する当期純利益は、経常利益の増加と繰延税金負債の取崩等により上回る見込み

となりました。

２．令和６年12月期通期個別業績見込みと前期実績値との差異（令和６年１月１日～令和６年12月31日）

　　　 百万円 　　　 百万円 　　　 百万円 　　　 百万円

前 期 実 績 （Ａ） 3,043 90 295 230 25.82

当 期 実 績 見 込 み （Ｂ） 3,060 150 570 540 61.30

増 減 額 (B-A) 17 60 275 310 －

増 減 率 （％） 0.6 66.7 93.2 134.8 －

（差異の理由）

　経常利益は、受取利息及び配当金および為替差益等が増加したことにより前期実績と比較して増加いたしました。当期純利

益は、経常利益の増加と減損損失等の減少により前期実績と比較して増加いたしました。

　　※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要

　　　因により異なる結果となる可能性があります。

　　　以　上
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